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教育研究実践支援部門は、部門責任者を含め、医学部看護学科教員 10名と佐賀大学医学部附属病院

看護師 2名が担当している。本部門では、佐賀県内で教育・指導、研究、実践に携わっている看護職を

対象に、研究支援と継続教育を行った。また、研修会等の講師として、地域の看護職のレベルアップに

貢献した。 

（１） 継続教育としての実践レベルアップ研修  

継続教育では、医療的ケア児関連の研修 1）を 5回開催、28名の受講があった。 

さらに現場の求めに応じて、佐賀県（鈴木 7件、山田小 1件、福山 2件）、看護協会（鈴木 2件）など

へ出向き、研修や講演などの講師を務めた。  ＊下線部は佐賀県からの委託事業として実施した。 

1) 佐賀 

2) 糖尿病コーディネート看護師育成・活動支援事業 

令和 6年度佐賀県糖尿病コーディネート看護師の育成研修では、5名を育成した。 

（２） 研究支援 

研究支援では、研究指導、助言を希望する対象者へ看護学科教員によるマンツーマンの指導を行って

いる。また、申請者が研究に必要な文献を活用できるよう、佐賀大学附属図書館の協力を得て研究環境

を整えている。 

令和 6年度の研究支援の新規申請はなかった。 

（３）  講演会の開催 

11月 15日～12月 15日の期間中に、オンデマンド配信による講演会を開催した。講演のテーマは  

「医療的ケア児の現状と看護について 」とし、講演が行われた。 

佐賀県医療的ケア児支援センター 株式会社ドアーズ 代表取締役 荒牧 順子 氏 

動画再生回数   「医療的ケア児の現状と看護について」 291回 

【集計結果  回答者数：17名】 

1.  職業 

  看護師  10名        

  保健師  ４名 

  教員   ２名 

    助産師  １名                  

 

 

2.  勤務施設 

  病院       12名           

  看護学校     2名 

  保健福祉事務所  2名 

  佐賀県外     1名 

 

教育研究実践支援部門            部門責任者 鈴木智惠子 
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3.  参考となった 

 

    とてもそう思う  14名 

    そう思う     3名 

 

4. 講演会の時間 

  適切    17（100％） 

 

5. 今後の要望（自由記述） 

 療養の場が病院から地域へ移行していますので、在宅医療について知りたい。 

 資料の配布を希望します。  
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 人事交流支援部門は、部門責任者を含めて医学部看護学科教員 6 名と佐賀大学医学部附属病院看護部

看護師 1名の合計 7名が担当している。 

本部門では、看護職者相互のキャリア向上を目指して、看護学科・地域の病院・行政機関の間での人事

交流を支援している。令和 6年度は、人事交流支援部門の活動の活性化に向けて、以下の内容について新

たに取り組んだ。 

（１） 人事交流申請書類の見直しと変更（人事交流申請者への案内文と申請様式の変更、および記載例

の提示） 

（２） 佐賀大学医学部附属病院 『看護管理研修プログラム』の内容の見直しと変更、広報用ポスター作

成 

（３） 織田病院 『認知症ケア研修プログラム（新規）』の内容の検討 

（令和 7年 10月より募集開始予定） 

 

 

 

 国際交流支援部門は、部門責任者を含めて、医学部看護学科教員 4 名と佐賀大学医学部附属病院看護

部看護師 1名の合計 5名が担当している。 

 本部門では、看護職や看護学生の国際交流の支援、国際医療協力活動への看護職の派遣などを実施し

ている。以下に、令和 6 年度の主な活動を報告する。令和 6 年度の交換留学支援は中止のまま継続して

いる。 

（１）交換留学支援                 

台湾の輔仁カトリック大学看護学部看護学科との交換留学は、引き続き中止とした。 

（２）看護留学に関する情報提供 

   看護学科学生、および大学院生に対し、笹川財団の看護師の海外留学に関する助成制度、 

ハンセン病医学夏季大学講座（8月 20-21日）について、情報提供を行った。 

  

 JICA海外協力隊ラジオについて学部学生に状況提供を行った 

JICA海外協力隊や国際理解・国際協力に関連した情報発信（JICAデスク佐賀からの情報）。 

日時：毎月第 1・第 5水曜日 19：00～20：00 

再放送：放送日翌日木曜日 13:00～14:00 

（３）国際看護に関するキャリア支援 

希望者がおらず、実施していない。 

 

 

 

 

 

国際交流支援部門                部門責任者 田中奈美 

人事交流支援部門               部門責任者 松永由理子 
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